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到達目標
(ア)三角関数を用いて水平距離、斜距離、高低差等を求めることができる。
(イ)測量の分類と基準について理解している。
(ウ)距離測量における測定値に含まれる誤差について理解し、それらの補正を行うことができる。
(エ)水準測量の原理を理解し、野帳を昇降式および器高式で記入することができる。
(オ)水準測量における誤差を理解し、誤差の調整を行うことができる。
(カ)セオドライトの構造、角測量の誤差とその消去法を理解している。
(キ)角の単位を理解し、角度と弧度法の間の変換ができる。
(ク)角測量（単測法、倍角法、方向法）におけるデータを野帳に記入できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目(ア)
三角関数を用いて水平距離、斜距
離、高低差等を求めることができ
る。

水平距離、斜距離、高低差等につ
いて理解している。

水平距離、斜距離、高低差等につ
いて理解できない。

評価項目(イ) 測量の分類と基準について理解し
ている。

測量の分類について理解している
。

測量の分類について理解できない
。

評価項目(ウ)
距離測量における測定値に含まれ
る誤差について理解し、それらの
補正を行うことができる。

距離測量における測定値に含まれ
る誤差について理解している。

距離測量における測定値に含まれ
る誤差について理解できない。

評価項目(エ)
水準測量の原理を理解し、野帳を
昇降式および器高式で記入するこ
とができる。

水準測量の原理を理解している。 水準測量の原理を理解できない。

評価項目(オ) 水準測量における誤差を理解し、
誤差の調整を行うことができる。

水準測量における誤差を理解して
いる。

水準測量における誤差を理解でき
ない。

評価項目(カ) セオドライトの構造、角測量の誤
差とその消去法を理解している。

セオドライトの構造を理解してい
る。

セオドライトの構造を理解できな
い。

評価項目(キ) 角の単位を理解し、角度と弧度法
の間の変換ができる。 角の単位を理解している。 角の単位を理解できない。

評価項目(ク)
角測量（単測法、倍角法、方向法
）におけるデータ種別を理解し
，野帳に記入できる。

角測量（単測法、倍角法、方向法
）におけるデータを野帳に記入で
きる。

角測量（単測法、倍角法、方向法
）におけるデータを野帳に記入で
きない。

学科の到達目標項目との関係
本校教育目標 ② 基礎学力
教育方法等

概要
測量とは、地球表面上にある各地点間の距離、角度、高低差などを測定し、対象物の位置あるいは形状を定める技術で
ある。本講義では、測量の基礎である誤差の補正について距離測量を例に学習する。また、水準測量では、野帳の記入
方法から地盤の標高を求める方法として昇降式、器高式について学習する。最後に、セオドライトを用いた角測量につ
いてその原理から野帳の記入方法（単測法、倍角法，方向法）まで学ぶ。

授業の進め方・方法 講義を中心とした授業であるが、学習項目ごとに演習問題を解き、理解度を深める。
注意点 関数電卓を毎時間持参すること。
選択必修の種別・旧カリ科目名
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 測量のための基礎数学：度分秒の取り扱い、ラジアン
単位、三角関数

度分秒の取り扱い、ラジアン単位、三角関数を理解し
ている。

2週 測量のための基礎数学：度分秒の取り扱い、ラジアン
単位、三角関数

度分秒の取り扱い、ラジアン単位、三角関数を理解し
ている。

3週 測量の基礎知識：測量の分類、測量の基準、ジオイド
、平均海面、日本経緯度原点、日本水準原点 測量の分類、測量の基準について理解している。

4週 距離測量とその誤差の取り扱い、測定値の補正（特性
値補正、傾斜補正、温度補正、張力補正等）

距離測量とその誤差の取り扱いを理解し，測定値の補
正を行うことができる。

5週 距離測量とその誤差の取り扱い、測定値の補正（特性
値補正、傾斜補正、温度補正、張力補正等）

距離測量とその誤差の取り扱いを理解し，測定値の補
正を行うことができる。

6週 水準測量の用語と分類および使用器械・器具：レベル
、標尺

水準測量の用語と分類および使用器械を理解している
。

7週 水準測量の原理と野帳の記入方法：昇降式、器高式 水準測量の原理と野帳の記入方法を理解している。
8週 水準測量の原理と野帳の記入方法：昇降式、器高式 水準測量の原理と野帳の記入方法を理解している。

2ndQ

9週 水準測量の誤差とその調整方法（器械誤差、人為的誤
差、自然誤差）・交互水準測量 水準測量の誤差とその調整方法を理解している。

10週 角測量とセオドライト（角の単位、セオドライトの構
造と取り扱い方法）・角測量の誤差とその消去方法

角測量とセオドライト（角の単位、セオドライトの構
造と取り扱い方法）・角測量の誤差とその消去方法に
ついて理解している。

11週 角測量とセオドライト（角の単位、セオドライトの構
造と取り扱い方法）・角測量の誤差とその消去方法

角測量とセオドライト（角の単位、セオドライトの構
造と取り扱い方法）・角測量の誤差とその消去方法に
ついて理解している。



12週 単測法および倍角法における野帳の記入方法：正位と
反位 単測法および倍角法における野帳の記入ができる。

13週 単測法および倍角法における野帳の記入方法：正位と
反位 単測法および倍角法における野帳の記入ができる。

14週 方向法における野帳の記入方法：倍角、較差、倍角差
、観測差 方向法における野帳の記入ができる。

15週 方向法における野帳の記入方法：倍角、較差、倍角差
、観測差 方向法における野帳の記入ができる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

角を弧度法で表現することができる。 4 前1,前2
三角比を理解し、簡単な場合について、三角比を求めることがで
きる。 4 前1,前2

一般角の三角関数の値を求めることができる。 4 前1,前2

専門的能力 分野別の専
門工学 建設系分野 測量

区域の大小、順序、方法、目的および法律による分類について、
説明できる。 4 前3

測量体系(国家基準点等)を説明できる。 4 前3
巻尺による測量で生じる誤差を説明でき、測量結果から計算がで
きる。 4 前4,前5

光波・電波による距離測量を説明できる。 4 前5

単測法、倍角法、方向法を説明でき、測量結果から計算ができる
。 4

前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15

生じる誤差の取扱いを説明できる。 4 前10,前11
昇降式や器高式による直接水準測量を説明でき、測量結果から計
算ができる。 4 前6,前7,前

8
生じる誤差の取扱いを説明できる。 4 前9

評価割合
中間試験 定期試験 小テスト 課題 合計

総合評価割合 20 40 20 20 100
基礎的能力 20 40 20 20 100


